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表情が唯一のものであった。Charles Bell卿の有名な“表情の解剖Anatomy of Expression"は,
呼吸の変化に注目している。BainやDarwinの論文は,腺や筋,そ して循環器官の働きの変化
























































































































































































































〃 ι τι)るかのよジであク′クのどん憲感 ι｀6与えてぐれるごとがでま/J‐ι)かのようであるメご
の不粥 紺 ″Zの頭の″で感 どろ空間|こ餃存 ι3)るようであク′全身 の感受性力ゞ減少 ι τι)ろ
ようの 物 ′〃力ゞ触 ろ物体/c‐潔 ιで実際tこ鍵 できなι)ようである 。・・グ(ま皮膚tこおグろ気温


















































































































でいたに もかかわ らず, Strumpell教授が Ziemssen's Deutsches Archiev fur klinische
Medicin x対i,321に出版 した全麻痺の特異なケースの存在を無視 していた。「参照 :このケース
の最初のレポー トはPfluger's ArchivからMind X,263に翻訳されている。」私は,医学文献に
おいて,それが,唯一残っているものであり,それでもって我々の文献検索が完全であると信じ























































ストン自然史団体の記念行事において “The Feeling of Effort(努力の感情)"という題の論

























5)Semalからの引用 :De la Sensibilite generale dans les Affections mekancoliques,Paris,
1876, pp.130-135.
6)“Ein Fall von allgerneiner Anesthesie," Inaugural―Dissertation.Heidelberg, Winterrn
1882.
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